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再処理施設
廃棄物管理施設

MOX燃料加⼯施設

資料１【公開版】

設⼯認申請の対応状況について
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【再処理施設、廃棄物管理施設】
１．「第2回設⼯認に係る当⾯の説明⽅針」の進捗状況

（耐震設計の条⽂）

【再処理施設、廃棄物管理施設、MOX燃料加⼯施設】
２．「第2回設⼯認に係る当⾯の説明⽅針」の進捗状況

・MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜閉じ込め及びその関連条⽂に関する設備の構造設計＞

別添 共通12 申請対象設備に係る具体的な設備等の設計について

3

60

本⽇の審査会合での説明事項



１．「第2回設⼯認に係る当⾯の説明⽅針」の進捗状況
（耐震設計の条⽂）

【再処理施設、廃棄物管理施設】
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分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価
判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と

評価判断基準との照合

A.新規に設置するもの 【再処理施設】
Sクラス︓４基
Cクラス︓2、083基(Sクラスへの波及影響︓21基）*1

【廃棄物管理施設】
Cクラス︓５基

Sクラスの耐震設計、
B、Cクラスの耐震設
計（上位クラスへの波
及影響）に係る設計
条件及び評価判断基
準（特に、基準地震
動に基づく⼊⼒地震
動の策定）

2-1︓システム設計、構造設計等
・構造図、系統図等

2-2︓解析・評価等
・FRS、解析モデル、耐震評価等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合
・評価結果等と許容限界の⽐較

B.既設 B-1:設計条件が
変更になったもの

【再処理施設】
Sクラス︓2、284基(耐震クラス変更︓104基)
Bクラス（Sクラスへの波及影響を考慮）︓60基
Cクラス（Sクラスへの波及影響を考慮）︓６基

【廃棄物管理施設】
Sクラス︓9基
Cクラス（Sクラスへの波及影響を考慮）︓3基

2-1︓システム設計、構造設計等
(⼯事有の場合)

2-2︓解析・評価等
・FRS、解析モデル、耐震評価等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合
・評価結果等と許容限界との⽐較

B-2:設計条件が
追加になったもの － － －

B-3:新たに申請
対象になったもの － － －

B-4:設計条件に
変更がないもの

【再処理施設】
Bクラス︓1、134基＊2

Cクラス︓1、817基＊1、2

【廃棄物管理施設】
Bクラス︓9基
Cクラス︓188基

変更がないことの
理由を説明 －

＊1:Cクラスに分類される設備のうち、11・35条「⽕災等による損傷の防⽌」 と12条「再処理施設内における溢⽔による損傷の防⽌」にて機能維持を要求する設備の評価⽅法等はB-1のSクラスと合わせて説明する⽅針
＊2:B-4のB・Cクラスに分類される設備のうち、12条「再処理施設内における溢⽔による損傷の防⽌」で溢⽔源から除外する設備の評価⽅法等はB-1のSクラスと合わせて説明する⽅針

【説明事項】
●Sクラスの耐震設計（Ss、Sd、⽔平地震⼒３Ci※、保有⽔平耐⼒）
●Bクラスの耐震設計（1.5Ci ※ 、上位クラスへの波及影響）
●Cクラスの耐震設計（1.0Ci ※ 、上位クラスへの波及影響）
※建物構築物の場合。機器・配管系の場合は20%増しとして算定。

「第五条 安全機能を有する施設の地盤」、
「第六条 地震による損傷の防⽌」の説明⽅針

【主な説明内容】
 申請対象設備を重要度毎に明確化 ➡

 設計条件及び評価判断基準の明確化（特に、基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定）➡ P6〜59
 同じ評価⽅法になるものについては、同じ評価⽅法の纏まりを説明したうえで合理的に説明

申請対象設備は説明済み
＊既設設備の⼯事の有無や解析モデル等の評価⽅法の変更の有無は引き続き精査する。

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項
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分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断
基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と

評価判断基準との照合

A.新規に設置するもの 【再処理施設】
常設耐震重要︓1、148基
常設耐震重要以外︓130基
可搬型設備︓2、693基

常設耐震重要SA設備の耐震
設計（Ss）、地震を要因とする
重⼤事故等に対する施設の耐
震設計（1.2Ss）等の設計条
件及び評価判断基準

2-1︓システム設計、構造設計等
・構造図、系統図等

2-2︓解析、評価等
・⼊⼒地震動、FRS、解析モデル、
耐震評価等（S、B、C、
1.2Ss)

・地震を要因とする重⼤事故等に
対する施設の評価判断基準の
設定（1.2Ss) 等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合
・評価結果等と許容限界の⽐較
等

B.既設 B-1:設計条件が
変更になったもの

－ － －

B-2:設計条件が
追加になったもの

【再処理施設】
常設耐震重要︓807基
常設耐震重要以外︓130基

2-1︓システム設計、構造設計等
(⼯事有の場合)

2-2︓解析、評価等
・⼊⼒地震動、FRS、解析モデル、
耐震評価等（S、1.2Ss)

・地震を要因とする重⼤事故等に
対する施設の評価判断基準の
設定（1.2Ss) 等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合
・評価結果等と許容限界の⽐較
等

B-3:新たに申請
対象になったもの － － －

B-4:設計条件に
変更がないもの － － －

【説明事項】
●常設耐震重要SA設備の耐震設計（Sクラスの機能を代替（新設、既設にSA設備の条件を追加））
●地震を要因とする重⼤事故等に対する施設の耐震設計（1.2Ss（常設設備・可搬型設備）)
●常設耐震重要SA設備以外の常設SA設備の耐震設計（B、Cクラスの機能を代替）

「第三⼗⼆条 重⼤事故等対処施設の地盤」、「第三⼗三条 地震による損傷の防⽌」、
「第三⼗六条 重⼤事故等対処設備」のうち地震を要因とする重⼤事故等に対する施設の
耐震設計の説明⽅針

【主な説明内容】
 申請対象設備を重要度毎に明確化 ➡

 設計条件及び評価判断基準の明確化（特に、基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定）➡ P6〜59
 同じ評価⽅法になるものについては、同じ評価⽅法の纏まりを説明したうえで合理的に説明
 ⼊⼒地震動の策定は第五条、第六条と共通するため併せて合理的に説明

申請対象設備は説明済み
＊既設設備の⼯事の有無や解析モデル等の評価⽅法の変更の有無は引き続き精査する。

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項
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 地盤モデル設定に係る対応状況
前回審査会合において、以下について説明。
前回会合での⽅針のとおり、第２回申請に⽤いる地盤モデルについては、新規制基準対応におけるこれ

までの反省を踏まえ、原点に⽴ち返り、⼀から⼊⼒地震動の算定に⽤いる地盤モデル（=基本地盤モ
デル）の検討を実施。
上記検討にあたっては、前回会合で⽰した全体計画（ 参照）に基づき検討を進めており、各種

検討を⼀つ⼀つ丁寧に⾏い、地盤モデルの設定に必要となるデータを積み上げている状況。
これらの検討にあたっては、⽇本原燃内でのステアリングチームに加え、電⼒会社、メーカ、ゼネコンの専⾨

家による幅広い外部⽀援により、本⽇の説明事項である地震観測記録に基づく減衰評価を含め、デー
タの解釈・分析等において幅広い協⼒を頂き、検討を進めている。
岩盤部分の減衰定数のうち東側地盤・⻄側地盤・中央地盤の観測記録及び地震観測位置における

地質構造の特徴の確認内容及び東側地盤における地震観測記録を⽤いた検討内容、また、追加調
査の進捗状況について説明。

７

【今回の審査会合】
上記の⽅針のとおり検討を進めており、前回会合からの検討状況として以下の事項について報告する。
岩盤部分の減衰定数について以下の内容について説明。
•⻄側地盤に対する地震観測記録を⽤いた検討
追加調査の進捗状況

８ 14〜
15 18〜

【１．⼊⼒地震動の算定に⽤いる地盤モデルの検討に係る対応全体計画（１/２）】
基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）



基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
因⼦ 各因⼦における実施項⽬ これまでの審査会合 今回審査会合 今後の対応

a.岩盤部分の
物性値等

• 近接する建屋グループごとに、直下⼜は近傍の
PS検層データを整理

• 敷地内12Grごとに直下⼜は近傍のPS検層データに
基づく物性値の設定内容を説明（6/20） － －

b.岩盤部分の
剛性の⾮線形

性

• Ss地震時の地盤のひずみの⼤きさを踏まえた影
響確認

• ⾮線形性が⼊⼒地震動に及ぼす影響が無く、線形条
件を設定可能であることの確認内容を説明（6/20） － －

c.岩盤
部分の
減衰
定数

既
往
ॹ
␗
ॱ
प
े
ॊ
検
討

材
料
減
衰

• 繰返し三軸圧縮試験 • 事業許可にて整理している繰返し三軸圧縮試験結果
に基づくひずみ依存特性について説明（6/20） － －

材
料
減
衰+

散
乱
減
衰

• Ｓ波検層（既往3地点のみ） • 既往3地点において得られているデータの周波数領域、
減衰定数の⼤きさについて説明（6/20） － －

• 地震観測記録を⽤いた検討
伝達関数による検討
応答スペクトルによる検討

• 中央地盤における観測記録との整合性を考慮した条
件(周波数依存性考慮・⾮考慮)による検討内容を説
明（9/4）

• 東側地盤・⻄側地盤・中央地盤の観測記録及び地
震観測位置における地質構造の特徴の確認
（10/13）

• 東側地盤における観測記録との整合性を考慮した条
件(周波数依存性考慮・⾮考慮)による検討内容を説
明（10/13）

• ⻄側地盤における観測記録との
整合性を考慮した条件(周波
数依存性考慮・⾮考慮)による
検討内容を説明

• 地震観測記録を⽤いた検討
地震波⼲渉法による検討

• 中央地盤における検討内容を説明（9/4）
• 東側地盤における検討内容を説明（10/13）

• ⻄側地盤における検討内容を
説明

追
加
ॹ
␗
ॱ
प

े
ॊ
検
討

材
料
減
衰

• 岩⽯コアを⽤いた減衰測定
（データを有していないことから新規取得）

• 追加調査の⽬的及び計画を説明（9/4）
• 実施状況を説明（10/13）

• 実施状況を説明 • 追加調査でのデータ取得結
果に基づく確認を実施
(データ取得 年内⽬途)

材
料
減
衰+

散
乱
減
衰

• Ｓ波検層（各Grごとに追加取得）

• 常時微動の計測
(データを有していないことから新規取得)

d.表層
地盤の
物性
値等

既
往
ॹ
␗

ॱ
प
े
ॊ

検
討

• 埋戻し⼟及び流動化処理⼟に対して、既
往のデータ（施⼯管理・物性データ）の
整理

• 既存データに基づく物性データの整理結果を説明。
（6/20）

• 既存データに基づく施⼯管理⽅法・物性データの整理
結果に基づく物性値等の設定内容を説明。（9/4）

－

追
加
ॹ
␗

ॱ
प
े
ॊ

検
討

• 表層地盤の物性値に係る調査
（施⼯年代別の範囲における採取されてい

ない箇所や⼀部偏りがある深部について追
加取得）

• 追加調査の⽬的及び計画を説明（9/4）
• 実施状況を説明（10/13）

• 実施状況を説明 • 追加調査でのデータ取得結
果に基づく確認を実施
(データ取得 年内⽬途)

︓本資料における説明範囲【１．⼊⼒地震動の算定に⽤いる地盤モデルの検討に係る対応全体計画（２/２）】

※:各検討及び追加調査結果により得られたデータ等より、各因⼦において基本地盤モデルに採⽤するパラメータを設定

※

※

※

※

8 14~

7

※

※

※

※15 18

15 17〜



基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）

に⽰した検討項⽬の全体計画のうち、本章においては、地震観測記録を⽤いた検討のう
ち、⻄側地盤に対する地震観測記録を⽤いた検討内容について説明する。

①岩盤部分の減衰定数（本⽇の説明内容）
７

【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（１/７）】

8

■地震観測記録を⽤いた検討
伝達関数による検討（⻄側地盤）
伝達関数を⽤いた減衰定数及び速度構造の同定

敷地内における鉛直アレー地震観測点における各深さ間の伝達関数を再現する減衰定数を含むパラメ
ータを同定。減衰定数の周波数依存性について複数のケース(リニア型、バイリニア型、周波数依存性なし)
を考慮し、減衰定数及び速度構造を同定。

地震観測記録のシミュレーション解析による確認
評価された減衰定数及び速度構造を⽤い、地震観測記録のシミュレーション解析により、地震観測記録

の再現性を確認。
地震波⼲渉法による検討（⻄側地盤）
多数の地震観測記録に共通的にみられる地震波の伝播傾向を分析することで、敷地における地盤の減衰

定数を評価。



基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）

9

■地震観測記録及び地震観測位置における地質構造の特徴の確認
【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（２/７）】

図２ 鉛直アレー観測の概要

鉛直アレー観測

▽GL-2m

▽GL-18m

▽GL-125m
解放基盤表面

▽GL-200m

観測記録

観測記録

観測記録

観測記録

図３ 地震観測記録の時刻歴波形（2012年5⽉24⽇ 0時2分の地震）
(b) 中央地盤 (c) 東側地盤(a) ⻄側地盤

表層地盤部分において
時刻歴波形の形状が

深部と異なる ：表層地盤中の地震観測記録

図１ 敷地における地震観測位置
深部から地表まで

時刻歴波形の形状を
保ったまま伝播

●地震観測位置における時刻歴波形の確認
 地震観測記録を⽤いた検討においては、敷地内の3地点（図１）の各深

さ（図2︓GL-2m、-18m、-125m、-200ｍ）における観測記録を⽤
いている。

 地震観測記録を⽤いた検討を⾏うにあたり、各地震観測位置において得ら
れた時刻歴波形（図３）を確認し、その特徴を分析した。（参考1に各
地点において得られている地震観測記録の時刻歴波形を⽰す。）
• 中央地盤については、深部から地表まで、時刻歴波形の形状を保ったま
ま伝播していることを確認。
• 東側地盤及び⻄側地盤については、地表付近で後続波が現れ、時刻
歴波形の形状が深部と異なる傾向を確認。

⇒上記傾向について、次⾴にてその要因について検討。

表層地盤部分において
時刻歴波形の形状が

深部と異なる

審査会合（R5.10.13）
資料1 p9再掲



図６ 東側地盤の地震観測位置の
地質断⾯図及びPS検層結果

地　層

地震計

地盤観測点（東側）

0 0.5 1 1.5 2 2.5

盛土

鷹架層

中部層

鷹架層
下部層

0.17

0.31

0.82

1.10

0.51

0.95

1.90

2.10

2.30

S波速度（km/s）
P波速度（km/s）

軽⽯凝灰岩
(Vs=820m/s)
軽⽯質砂岩
(Vs=1100m/s)

軽⽯凝灰岩

軽⽯質砂岩

岩盤と表層の境界

岩盤内の速度境界

盛⼟
(Vs=170〜310m/s)

図５ 中央地盤の地震観測位置の
地質断⾯図及びPS検層結果
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■地震観測記録及び地震観測位置における地質構造の特徴の確認

●地震観測位置における地質構造及び速度構造の確認
【東側地盤の特徴】 （図６）
• 岩盤内において、軽⽯凝灰岩と軽⽯質砂岩の境界に速度のコントラストを有する。さらに、sf-4断層によって、浅部にも軽⽯凝灰岩と軽⽯質砂岩が分布する。
• 岩盤と表層地盤の境界である盛⼟下端に⼤きな速度のコントラストがあり、盛⼟が他観測点と⽐較して厚く分布している。

【⻄側地盤の特徴】（図４）
• 岩盤部分と表層地盤の境界である砂⼦⼜下部層下端に速度のコントラストを有し、その境界⾯が⻄側に向かって深くなるように傾斜している。
• 表層地盤内でも、砂⼦⼜下部層と六ヶ所層に⼤きな速度のコントラストがある。

【中央地盤の特徴】 （図５）
• 岩盤内における速度のコントラスト（中央地盤における細粒砂岩と泥岩(下部層)の境界）については、東側地盤及び⻄側地盤の岩盤内における速度のコン

トラストに⽐べて⼩さい。
• 岩盤部分と表層地盤の境界である六ヶ所層下端の速度のコントラストは東側地盤及び⻄側地盤に⽐べて⼩さい。

⇒地震観測記録による検討（伝達関数による検討及び地震波⼲渉法による検討）においては、上記の地質構造及び速度構造の特徴が地震観測記録に
与えている影響を反映する。

 前⾴に⽰した地震観測記録の傾向について、以下の観点から検討。

【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（３/７）】

●地震観測記録の信頼性
 観測装置は１⽇１回の定時校正を⾏っていることから、異常は確認されていない。また、地震観測装置を⽤いて常時微動も観測しており、得られた常時微

動観測記録にも特異な傾向は⾒られないことから、観測装置は正常に働いていることを確認した。
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図４ ⻄側地盤の地震観測位置の
地質断⾯図及びPS検層結果
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基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
■伝達関数による検討（伝達関数を⽤いた減衰定数及び速度構造の同定）
⻄側地盤の初期地盤モデルの作成
 伝達関数の再現解析において⽤いる初期地盤モデルは、PS検層結果をそのまま⽤いることを基本としている。
• GL-36.82m〜-112.60mの層（PS検層においてVs=550m/sで⼀定）については1層として扱うこととなる。

 上記条件とした場合の伝達関数が、地震観測記録から設定した⽬的関数に対して、⼀部周期帯で差が⾒られたことから、更なる検討が必要と判断した。
具体的には、地震観測位置の速度構造の特徴を踏まえた検討を実施することとし、外部⽀援者から、助⾔を得ながら地質構造の分析を⾏った。

 本観測地点では、層厚が⼤きく、地盤の固有周期への寄与が⼤きいGL-36.82m〜-112.60mの層については、速度境界に対応する岩盤部分の泥岩
（上部層）と表層地盤の砂⼦⼜下部層の境界が⻄側に向かって深くなる傾斜が現れている。この傾斜は、地震観測位置の東側に⽐べ⻄側で⼤きい。

 上記の傾斜で観測地点より⻄側では、⾼速度層（泥岩（上部層））が地震観測位置における深さよりも深部に分布していることにより，PS 検層位置
における鉛直⽅向の地盤の速度構造だけでなく， 地震観測位置の周辺までを含めた⾯的な地盤の速度構造が地盤の振動に影響を与えている可能性
がある。

 以上より、⻄側地盤の検討においては、減衰定数、S波速度に加え、地震観測位置の周辺までを含めた⾯的な地盤の速度構造を反映するために、泥岩
（上部層）中に速度境界を設定することとし、当該速度境界の深さも同定対象とした。中央地盤、⻄側地盤及び東側地盤の速度構造及び速度境界
の同定結果を図７に⽰す。

 同定結果としては、新たに設定した速度境界（図７(a)の⾚点線）の深さをGL-73.50mとし、それよりも深部においてはPS検層結果に対して⾼速度と
なる条件において、地震観測記録の説明性が最も良い結果となった。
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【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（４/７）】

図７ 地震観測位置の地質断⾯図及び速度構造・速度境界の同定結果
(a) ⻄側地盤 (b) 中央地盤 (c) 東側地盤
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③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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伝達関数の再現解析
減衰定数モデルとして、表１に⽰す各種知⾒に基づき、周波数依存性を考慮したケースとしてリニア型、バイリニア型及び周波数依

存性なしのケースを考慮した。上記3ケースについて、⽬的関数に整合するように同定した結果を図８〜図10に⽰す。（参考2に
中央地盤、⻄側地盤及び東側地盤の伝達関数の検討結果を⽰す。）

図10 伝達関数の検討結果（⽔平）

表１ 減衰定数の周波数依存性の考え⽅

図８ 減衰定数の検討結果（⽔平） 12

【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（５/７）】
■伝達関数による検討（伝達関数を⽤いた減衰定数及び速度構造の同定）

注2: 表１に⽰した佐藤ほか(2006)においては周期1s以上の⻑周期側を解
析対象外としているが、シミュレーション解析において5sまでの応答スペク
トルの評価を⾏うことから、⻑周期側にも解析対象を拡張している。

注1: 伝達関数による検討においては、0.05sよりも⻑周期側を解析対象区
間として設定しているが、シミュレーション解析を⾏う上で、0.05sよりも短
周期側の減衰定数を設定する必要があるため、0.05sよりも短周期側
については、各ケースの評価された減衰定数を外挿して設定。 図９ S波速度及び速度境界の

同定結果

初期地盤モデルのS波速度
S波速度の同定結果
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基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）

対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

図11 地震観測記録に対するシミュレーション解析結果（⻄側地盤）

前⾴にて同定した減衰定数及び速度構造を⽤い、検討に⽤いた各地震観測記録を⼊⼒したシミュレーション解析を実施し、
地震観測記録の応答スペクトルとの⽐較を⾏った。（参考3に中央地盤、⻄側地盤及び東側地盤の地震観測記録のシミュ
レーション解析結果を⽰す。）

シミュレーション解析においては、評価された地盤モデルに対し、GL-200mの地震観測記録（地中波）を⼊⼒し、GL-18m
における地盤応答（地中波）を算定した。

図11のとおり、減衰定数の周波数依存性を考慮したケース（リニア型、バイリニア型）及び周波数依存性なしのケースのいず
れにおいても、シミュレーション解析結果は地震観測記録を再現することを確認した。

2011年3⽉11⽇
14︓46

（M9.0）
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【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（６/７）】

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

■伝達関数による検討（地震観測記録のシミュレーション解析による確認）
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基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
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 ⻄側地盤の地震観測記録の時刻歴波形及び地震観測位置の速度構造及び観測位置周辺の地下構造については、 以下①〜③に⽰すとおり、中央地盤と
は異なる特徴を有している。（図12）

① ⻄側地盤は、中央地盤と⽐較して、深部と⽐較して地表の時刻歴波形に後続波が明瞭に卓越しており、時刻歴波形の形状が変化している。
② ⻄側地盤については、地震観測位置周辺において中央地盤と⽐較して表層地盤の層厚が⼤きく、さらに、表層地盤内の砂⼦⼜層下部層と六ヶ所層の境

界で⼤きな速度のコントラストを有する。
③ ⻄側地盤については、地震観測位置周辺において岩盤部分と表層地盤の境界⾯に、 に⽰したとおり傾斜が⾒られる。
 このことから、⻄側地盤の地震観測位置においては、地震波が上昇波の地表⾯において反射するだけでなく、下降波が表層地盤内及び傾斜する岩盤部分と

表層地盤の境界で再度反射することを繰り返すことにより、表層地盤における地盤応答が複雑な傾向となっているものと考えられる。
 地震波⼲渉法については、地表における地震観測記録を基準として⼊射波と反射波を評価する必要があるが、表層地盤における波形が、単純な⼊射と反射

の現象とは異なる傾向を⽰す場合には、安定したデコンボリューション波形の算定が困難であり、本⼿法による検討はできないと判断した。

【２．岩盤部分の減衰定数 地震観測記録を⽤いた検討（７/７）】
■地震波⼲渉法による検討
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(a) ⻄側地盤 (b) 中央地盤
図12 各地震観測位置の観測記録及び速度構造（中央地盤及び東側地盤については前回審査会合の再掲）
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0 0.5 1 1.5 2 2.5

盛土

鷹架層

0.17

0.31

0.82

0.51

0.95

1.90

S波速度（km/s）
P波速度（km/s）

S波速度（km/s）
P波速度（km/s）

GL-2m

(標高53m)

GL-18m

(標高37m)

深度
(m)

表層地盤の層厚が中央地盤と比較して大きく、岩盤部分
との速度構造のコントラストが大きい

➡表層地盤中の重複反射による影響が大きい

岩盤と表層の境界
（約GL-19m）

Vs=170m/s
Vs=310m/s

Vs=820m/s

東側地盤

➡地表付近で後続
波が現れ、時刻
歴波形の形状が
深部と異なる

(c) 東側地盤
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基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
【３．追加調査の進捗状況（１/４）】

15

 追加調査の進捗状況を以下に⽰す。追加調査としては、現状では当初計画より数⽇早い⼯程で
データ取得を進めることができている。

 本⽇は、岩盤部分の減衰定数に係る調査のうち、フェーズ１について、調査結果のデータを⽰す。

【 追加調査の進捗状況 】

5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 30

室内試験

室内試験

データ整理

表層地盤（埋戻し土）の物性値に係る調査

現地調査
検層完了：fl-1,2,4,6,7,8,9,11,12,13
掘削中：fl-3,5,10,14

削孔・弾性波速度検層
仮設
準備

岩石コアを用いた減衰値の測定岩石コア採取・試験治具調整

湿潤密度試験

総合評価

現地調査
フェーズ２

仮設・削孔 　検層 Ｑ値解析
孔名：R5-Q3，Q5，Q7，Q10
全孔検層終了，総合評価中

現地調査
フェーズ３

孔名：R5-Q4，Q9，Q11，Q12
全孔検層終了，現在解析中

検層 Ｑ値解析仮設・削孔

岩盤部分の減衰定数に係る調査

現地調査
フェーズ１

仮設・削孔 検層 Ｑ値解析
孔名：R5-Q1，Q2，Q6，Q8
全孔検層終了，総合評価中

項　　目
2023年

備考8 月 9 月 10 月 11 月 12 月
25



図14 孔内受振器による観測波形
(コリレーション処理後︓R5-Q6孔:観測深度GL-8m〜130m)

最⼤振幅規格化表⽰

■Q値測定概要

図15 振幅減衰の概念(Q値解析)

基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
【３．追加調査の進捗状況（２/４）】

 起振装置によりスイープ発振(10Hz~80Hzの変調、スイープ⻑
8秒)を⾏い、孔内受振器群により波形を記録する。(図13)

 岩盤上⾯*(GL-8m)〜GL-130mを測定深度として，⽔平２
⽅向の観測波の合成波の最⼤振幅を観測波形として⽤いる。

 観測波形をモニター波形(起振波形)との相互相関(コリレーション)
処理によりインパルス波形に変換する。（図14）

 コリレーション処理後の波形をフーリエ変換し、各周波数ごとの振幅
の変化量からQ値(減衰定数)を算出する。（図15,図16）
*:モニター波形との相似性等から判断した表層影響のない岩盤上限⾯を指す
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深度計測器

孔中受振器

起振装置

P波
S波

観測孔

図13 Q値測定概要図
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図16 測定結果から得られた減衰定数
(データ間隔︓Δf≒0.5Hz[周波数換算])
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0.01

0.1

1

10

0.01 0.1 1 10

h

周期(s)

周波数依存型（リニア型）

周波数依存型（バイリニア型）

周波数依存性なし

R5-Q8

S波検層による減衰定数の算定周期
約0.01〜約0.1s

0.001

0.01

0.1
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10

0.01 0.1 1 10

h

周期(s)

周波数依存型（リニア型）

周波数依存型（バイリニア型）

周波数依存性なし

地震波干渉法

R5-Q1

R5-Q2

R5-Q6

■岩盤部分の減衰定数に係る調査結果（フェ－ズ1）

基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
【３．追加調査の進捗状況（３/４）】

 岩盤部分の減衰定数に係る検討は、これまで図17に⽰す ▲ の3孔で実施していた。建屋グループ毎に減衰定数を確認するため、図17に
● で⽰す12孔でPS検層を追加実施することとした。

 現場における検層作業は終了し、解析作業を進めている。図18に減衰定数の解析作業が終了した中央地盤（R5-Q1，Q2，Q6）と
東側地盤（R5－Q8）の測定結果を、地震観測記録に基づく減衰定数の同定結果と併せて⽰す。なお、次回以降、フェーズ2及び3の測
定結果についても同様に⽰す。

17図18 減衰定数の測定結果（フェーズ1）図17 岩盤部分の減衰定数に係る追加調査位置図

R5-Q1孔

R5-Q8孔

R5-Q6孔

R5-Q2孔

【S波検層結果】

【地震観測記録を用いた検討結果】

周波数依存型（リニア型）

周波数依存型（バイリニア型）

周波数依存性なし

R5-Q8

これまで説明した地震観測記録を⽤いた⼿法及び既往３孔におけるS波検層では把握できなかった、各Gr個別の減衰定数に係る
データが、順調に得られている。

S波検層による減衰定数の算定周期
約0.01〜約0.1s

周波数依存型（リニア型）

周波数依存型（バイリニア型）

周波数依存性なし

地震波干渉法

R5-Q1

R5-Q2

R5-Q6

【S波検層結果】

【地震観測記録を用いた検討結果】

(b)東側地盤（R5－Q８）

(a)中央地盤（R5－Q1，Q2，Q6）
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基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
■表層地盤の物性値等に係る調査状況
【３．追加調査の進捗状況（４/４）】
■表層地盤の物性値等に係る調査状況

表層地盤の物性値等に係る検討は、これまで図19に
⽰す埋戻し⼟の施⼯年代別に ●の4孔及び●の11
孔、計15孔で実施していた。平⾯的に採取されていな
い箇所や深部データに偏りがある箇所を対象に確認す
るため、追加調査を実施している。

追加調査のうち図19に⽰す の10孔について、掘削
及びPS検層を終了し、結果の分析、湿潤密度試験を
実施している。現時点で の4孔含めた全14孔のデ
ータを取得予定であり、現場における掘削、PS検層作
業を進め、順次、湿潤密度試験を実施する。次回以
降、これら測定結果について⽰す。

図19 表層地盤の物性値等に係る追加調査位置図

各追加調査位置における埋戻し⼟の物性値等に係るデータが順調
に得られている。



■次々回以降の説明内容
④ 追加調査データを含めた全データを提⽰。全データに基づく②の⽅針による分析結果及び③の考え⽅に基づく基本地盤モ

デルの策定結果を説明。また、基本地盤モデルにより算定される⼊⼒地震動を説明。
⑤ ④で算定した⼊⼒地震動について、設計の反映⼿順について説明。

基準地震動に基づく⼊⼒地震動の策定（地盤モデル）
４．今後の説明
■次回の説明内容

今回説明まで得られているデータ及び今後の取得⾒込みを踏まえ、次回（12⽉）は以下の内容について説明予定。
① 追加調査の実施状況について説明する。

⇒岩⽯コアを⽤いた減衰測定、S波検層（フェーズ2及び3）及び埋戻し⼟の物性値のデータ取得状況
⇒岩⽯コア試験以外のデータは次回全数提⽰できる⾒込み

そのうえで、既往データに加えて取得分の追加調査結果も含めた「a.岩盤部分の物性値等」、「b.岩盤部分の剛性の⾮
線形性」、「c.岩盤部分の減衰定数」及び「d.表層地盤の物性値等」に係るデータを⽰す。

② ①で⽰したa.〜d.の因⼦それぞれに係るデータについて、科学的な観点で各データの適⽤範囲や位置づけを踏まえたデ
ータの分析⽅針を説明。あわせて、追加調査を含め次回説明時点にて得られているデータに基づく分析状況を説明。

【a.〜d.の各因⼦におけるデータの分析に係る説明内容】
a.岩盤部分の物性値等

近接する建屋グループ毎に得られているPS検層データに基づく地盤物性等について、各建物・構築物直下の地下構造を踏まえた適⽤性を確認。
b.岩盤部分の剛性の⾮線形性

近接する建屋グループ毎に⾮線形化を考慮して算出した地盤応答について、線形条件とした場合に対する影響を分析。
c.岩盤部分の減衰定数

今回の減衰定数の検討における各調査及び評価ごとの特徴（信頼区間としている周期帯、材料減衰または散乱減衰の成分、対象としている地
震動の⼤きさ、データの取得位置）を踏まえ、各調査・評価により得られたデータ及び評価結果のもつ物理的な意味合いを分析。

d.表層地盤の物性値等
・各地点において得られているPS検層データについて、施⼯年代ごと・深さ依存の特徴を踏まえた地盤物性等を整理。

③ さらに、②の⽅針で整理されるデータ及び分析結果に対し、施設評価の⼊⼒地震動を算出する上での⼯学的な配慮
事項を加えることにより、「基本地盤モデル」を策定する⽅針について考え⽅を説明。
⇒②③の検討は電⼒会社、メーカ、ゼネコンの専⾨家の意⾒を⼗分に頂きつつ慎重に進めることとする。
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別図 近接する建屋のグルーピング
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2001年12月2日
20：01
（M6.4）

2002年10月14日
23：12
（M6.1）

2003年5月26日
18：24
（M7.1）

21

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 中央地盤（1/5）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p20再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2003年9月26日
04：50
（M8.0）

2003年9月26日
06：08
（M7.1）

2008年7月24日
00：26
（M6.8）

22

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 中央地盤（2/5）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p21再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2011年3月11日
14：46
（M9.0）

2011年3月11日
15：08
（M7.4）

2011年6月23日
6：50

（M6.9）

23

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 中央地盤（3/5）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p22再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2012年5月24日
0：02

（M6.1）

2012年12月7日
17：18
（M7.3）

2013年2月2日
23：17
（M6.5）

24

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 中央地盤（4/5）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p23再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2015年7月10日
3：32

（M5.7）

2016年1月14日
12：25
（M6.7）

25

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 中央地盤（5/5）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p24再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2008年7月24日
0：26

（M6.8）

2011年3月11日
14：46
（M9.0）

2011年3月11日
15：08
（M7.4）

26

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 東側地盤（1/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p25再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2011年4月7日
23：32
（M7.2）

2011年6月23日
6：50

（M6.9）

2012年5月24日
0：02

（M6.1）

27

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 東側地盤（2/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p26再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2012年12月7日
17：18
（M7.3）

2014年8月10日
12：43
（M6.1）

2016年1月14日
12：25
（M6.7）

28

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 東側地盤（3/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p27再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2019年8月15日
14：32
（M5.5）

2020年12月21日
2：23

（M6.5）

2022年3月16日
23：36
（M7.4）

29

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 東側地盤（4/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p28再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2008年7月24日
0：26

（M6.8）

2011年3月11日
14：46
（M9.0）

2011年3月11日
15：08
（M7.4）

30

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 ⻄側地盤（1/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p29再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2011年4月7日
23：32
（M7.2）

2011年6月23日
6：50

（M6.9）

2012年5月24日
0：02

（M6.1）

31

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 ⻄側地盤（2/4）
審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2012年12月7日
17：18
（M7.3）

2014年8月10日
12：43
（M6.1）

2016年1月14日
12：25
（M6.7）

32

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 ⻄側地盤（3/4）
審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2019年8月15日
14：32
（M5.5）

2020年12月21日
2：23

（M6.5）

2022年3月16日
23：36
（M7.4）

33

参考1 地震観測記録の時刻歴波形 ⻄側地盤（4/4）
審査会合（R5.10.13）

資料1 p32再掲
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参考２ 伝達関数の検討結果 中央地盤（１/２）

①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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図 伝達関数の検討結果（中央地盤、⽔平）

審査会合（R5.10.13）
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参考２ 伝達関数の検討結果 中央地盤（２/２）

図 伝達関数の検討結果（中央地盤、鉛直）

①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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審査会合（R5.10.13）
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①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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参考２ 伝達関数の検討結果 ⻄側地盤（１/２）

図 伝達関数の検討結果（⻄側地盤、⽔平）



①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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参考２ 伝達関数の検討結果 ⻄側地盤（２/２）

図 伝達関数の検討結果（⻄側地盤、鉛直）
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参考２ 伝達関数の検討結果 東側地盤（１/２）

①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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図 伝達関数の検討結果（東側地盤、⽔平）

審査会合（R5.10.13）
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参考２ 伝達関数の検討結果 東側地盤（２/２）

図 伝達関数の検討結果（東側地盤、鉛直）

①GL-2m/GL-18m 　　　　　④GL-18m/GL-125m

②GL-2m/GL-125m 　　　　　⑤GL-18m/GL-200m

③GL-2m/GL-200m 　　　　　⑥GL-125m/GL-200m
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審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2002年10⽉14⽇
23︓12

（M6.1）
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（M6.4）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（１/７）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2003年9⽉26⽇
4︓50

（M8.0）
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18︓24

（M7.1）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（２/７）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2008年7⽉24⽇
0︓26

（M6.8）
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6︓08

（M7.1）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（３/７）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2011年3⽉11⽇
15︓08

（M7.4）
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2011年3⽉11⽇
14︓46

（M9.0）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（４/７）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p40再掲
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（５/７）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（６/７）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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参考３ シミュレーション解析結果 中央地盤（７/７）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
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2008年7⽉24⽇
0︓26

（M6.8）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（１/６）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm
)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm
)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm
)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm
)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm
)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2011年4⽉7⽇
23︓32

（M7.2）

48

2011年3⽉11⽇
15︓08

（M7.4）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（２/６）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
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2011年6⽉23⽇
6︓50

（M6.9）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（３/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
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（M7.3）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（４/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
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2016年1⽉14⽇
12︓25

（M6.7）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（５/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m

/s
 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

1
2

5
10

20
5010

0

20
0

50
0

10
00

(c
m/s

 )2

0.01

0.1

1 10

(cm)

周  期(秒)

速
 
度
 

(cm/s)

(h=0.05)



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2022年3⽉16⽇
23︓36

（M7.4）

52

2020年12⽉21⽇
2︓23

（M6.5）

参考３ シミュレーション解析結果 ⻄側地盤（６/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（１/６）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p44再掲
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（２/６）
建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存型（バイリニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答
周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p45再掲
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（３/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p46再掲
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2012年12⽉7⽇
17︓18

（M7.3）
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（４/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p47再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2019年8⽉15⽇
14︓32

（M5.5）
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2016年1⽉14⽇
12︓25

（M6.7）
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（５/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p48再掲



対象地震 NS方向 EW方向 UD方向

2022年3⽉16⽇
23︓36

（M7.4）
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参考３ シミュレーション解析結果 東側地盤（６/６）

建屋基礎底面相当レベル（GL-18m）における観測記録
周波数依存型（リニア型）の減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

周波数依存性なしの減衰定数を用いたGL-18mの地盤応答

審査会合（R5.10.13）
資料1 p49再掲
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参考４ 追加調査で得られた波形と減衰定数
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コリレーション波形と減衰定数
(R5-Q1孔:観測深度GL-18m〜130m)

コリレーション波形と減衰定数
(R5-Q2孔:観測深度GL-12m〜130m)

コリレーション波形と減衰定数
(R5-Q8孔:観測深度GL-30m〜130m)



２．「第2回設⼯認に係る当⾯の説明⽅針」の進捗状況
・具体的な設備等の設計に係る対応状況
・MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明

＜閉じ込め及びその関連条⽂に関する設備の構造設計＞

【再処理施設、廃棄物管理施設、MOX燃料加⼯施設】
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（前回審査会合における「２．具体的な設備等の設計」に係る進捗を⽰す。）



具体的な設備等の設計に係る説明の対応状況

 具体的な設備等の設計に係る説明については、MOXの閉じ込めを主条⽂とするグローブボッ
クスを例として、具体の設備の設計が設計⽅針に沿っているかの説明を⾏うための資料の構成
等の整理を進めてきた。

 グローブボックスの説明に⽤いた資料の構成、構造設計等の説明⽅針等の体系的な整理の
結果を、グローブボックスを含むMOX説明グループ１の構造設計等に係る説明に展開（P66
〜）した。

 さらに、 MOX説明グループ１での構造設計等に係る説明資料の作成においてポイントとなっ
た点を「作成ガイド」として取りまとめ、再処理施設・廃棄物管理施設における具体的な設備
等の設計に係る説明に展開することで、再処理施設・廃棄物管理施設の設備に関する構造
設計等の説明⽅針等の体系的な整理を進めている。

＜作成ガイドによる具体的な設備等の設計に係る説明への展開＞
具体的な設備等の設計に係る説明資料の構成、作成に当たって考慮する事項や留意

事項などを作成ガイドとして整備
作成ガイドを展開することにより、具体的な設備等の設計の説明における留意事項などを

作成者に周知することで、統⼀した考え⽅に基づいた資料作成を実施
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設計説明分類 設計項目 対象条文 構造設計等の説明における考慮事項

グローブボックス
（オープンポート
ボックス，フードを
含む。）

システム設計 第10条 閉じ込め • 加⼯施設で取り扱う核燃料物質の形態と閉じ込め境界の関係
に係るシステム設計を⽰す。

配置設計 第10条 閉じ込め
第14条 安有

• 露出した状態でMOX粉末を取り扱うグローブボックスは，燃料
加⼯建屋の地下3階に設置する配置設計を⽰す。

• MOX粉末を取り扱うグローブボックスの直上及び近傍に重量物
を取り扱うクレーン等の機器を設置しない等の配置設計を⽰す。

構造設計 第5条、第26条 地盤、第
6条、第27条 地震
第10条 閉じ込め
第17条 貯蔵

• 負圧維持の要求に対し設計上考慮する要素として部位等を網
羅的に挙げ、要求事項を達成するための構造設計を⽰す。

• 閉じ込めの要求を踏まえた構造設計を考慮した構造強度、機
能維持、⽀持構造物等の構造設計を⽰す。

換気設備 システム設計 第10条 閉じ込め
第17条 貯蔵
第20条 廃棄
第23条 換気

• グローブボックスの構造設計の前提となること、⽣産⼯程上の要
求事項を踏まえたグローブボックスの窒素雰囲気、空気雰囲気
等の設備構成が換気設備としてのシステム設計の前提となるこ
とが明確になるよう関連性を⽰す。

配置設計 第20条 廃棄
第23条 換気

• グローブボックス排気設備等の換気設備を考慮した各設備の配
置設計を⽰す。

• フィルタの交換作業を考慮したスペース確保等の配置設計を⽰
す。

構造設計 第5条、第26条 地盤、第
6条、第27条 地震

• 閉じ込めの要求に対し漏えいし難い構造、窒素循環経路維持
に係る構造設計を⽰す。

• フィルタの容量、フィルタの保守性、⽀持構造、機能維持等に係
る構造設計を⽰す。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
 MOX燃料加⼯施設としての特徴的なMOX粉末等を取り扱うことに関係する構造、主の要求事項である閉じ込めに影響

する⽕災に関係する構造等を踏まえた構造設計等を本資料に⽰すとともに，説明グループ１に係る構造設計等の全体を
別添に⽰す。 太字＋下線︓主条⽂

62



設計説明分類 設計項目 対象条文 構造設計等の説明における考慮事項

機械装置・搬送
設備

構造設計 第5条、第26条 地
盤、第6条、第27条
地震
第10条 閉じ込め
第14条 安有
第16条 搬送

• 搬送設備における必要な容量、落下等の防⽌等に係る構造設
計を⽰す。
※搬送設備と取り合うラック/ピット/棚における落下防⽌に係る

構造設計についても併せて⽰す。
• 内部発⽣⾶散物の発⽣防⽌に係る構造設計を⽰す。

ラック／ピット／
棚

構造設計 第17条 貯蔵 • 崩壊熱除去に必要な⾵量設計が換気設備における⾵量設計
の⼀部であることを踏まえ、換気設備のシステム設計との関連性
を⽰す。

• 換気設備により⽣じる貯蔵設備内での空気の流れにより崩壊
熱除去が出来るよう空気の流路を確保する構造設計を⽰す。
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太字＋下線︓主条⽂

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明



条⽂ １．設計条件及び
評価判断基準

２．具体的な設備等の設計、３．具体的な設備等の設計と 評価判断基準との照合
2-1︓システム設計、構造設計等、
3-1︓設計要求等との照合

2-2︓解析、評価等、
3-2︓評価判断基準等との照合

第4条
核燃料物質の臨界防⽌ ※１

説明グループ３
※【 臨界計算に係る運搬・製品容器の構造、形状】、【単⼀ユニット管理(質量管

理)】、【単⼀ユニット管理(形状⼨法管理) 】、【ラック/ピット/棚の複数ユニットの構造
設計】

第5条、第26条
地盤

第6条、第27条
地震による損傷の防⽌

※２

説明グループ１
※【有限要素モデル︓グロー
ブボックス、Ｂ及びCクラスの
設計⽅針】、【質点系モデ

ル︓ファン、標準⽀持間隔︓
配管・ダクト・ダンパ）】

説明グループ３
※【⼟⽊構造物（洞

道）の設計】

説明グループ５
※【常設耐震重要重⼤事
故等対処設備、常設耐震
重要重⼤事故等対処設

備以外】

第8条
外部からの衝撃による損傷の
防⽌

説明グループ２
※【防護対象施設の配置】、【換気設備の⻯巻の構造強度設計、換気系のばい煙

等の建屋内侵⼊防⽌、避雷設計等】

第10条
閉じ込め

説明グループ１
※【閉じ込め機能】、【容器落下】、【負圧

維持等に係る換気設計】

説明グループ３
※【閉じ込め（グローブボックス以外）】、
【漏えい拡⼤防⽌】、【負圧維持（洞

道）】

第11条、第29条
⽕災

説明グループ２
※【消⽕設備】、【⽕災区域貫通部の延焼
防⽌対策(ダンパ)】、【消⽕を⽀援するダン
パ】、【⽕災区域貫通部の焼防⽌対策

(シャッタ) 】等

説明グループ３
※【ドレン系統の煙流⼊等】、【洞道の⽕

災区域・⽕災区画】

※⽕災の影響評価等については、⽕災防護対象設備、⽕災区域・
区画構造物、⽕災感知設備、⽕災消⽕設備等が出揃う第４回申
請にて説明する。

第12条
溢⽔

説明グループ３
※【洞道の地下⽔の流⼊が⽣じ難い構造】、【防護対象施設の機能喪失⾼さ 】、

【溢⽔により安全機能を損なわない構造】
※溢⽔の影響評価等については、溢⽔防護対象設備及び溢⽔減と
なる設備等が出揃う第４回申請にて説明する。

第14条
安全機能を有する施設

説明グループ１
※【内部発⽣⾶散物】、【地

下階への設置】

説明グループ３
※【共⽤に伴う負圧管理

等】

説明グループ４
※＜説明グループ４＞

【その他加⼯施設の構成】、
【施設共通⽅針】

※環境条件を踏まえた機器等の健全性評価については、「2-1︓シ
ステム設計、構造設計等、3-1︓設計要求等との照合」において、
資料３①から個別補⾜説明資料に展開し説明する。
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【凡例】 ：説明済み ：今回説明対象 ：今後説明
「2-2︓解析、評価等、3-2︓評価判断基準等との照合」については、今後の審査会合において整理⽅
針を⽰した上で、その⽅針を踏まえ、説明項⽬も含めて評価等に係る具体的な設計内容を説明する。

太字＋下線︓主条⽂⼜は第２回申請で
１．の説明対象となる条⽂MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明

※１︓技術基準規則の要求事項等において変更がないことから、構造設計等に係るインプットとなる要求事項として説明する。
※２︓当該条⽂に係る基本設計⽅針については、第１回申請において整理しており、第２回申請も同じである。



条⽂ １．設計条件及び
評価判断基準

２．具体的な設備等の設計、３．具体的な設備等の設計と 評価判断基準との照合
2-1︓システム設計、構造設計等、
3-1︓設計要求等との照合

2-2︓解析、評価等、
3-2︓評価判断基準等との照合

第15条、第31条
材料及び構造

技術基準規則の要求事項
等において変更がなく、再処
理施設の第1回申請での⽅
針と同様である。

説明グループ３
※【構造計算で⽰す設備、設計⽅針で⽰す設備】

第16条
搬送設備

※１

説明グループ１
※【落下、転倒防⽌等】

説明グループ１
※【崩壊熱除去に配慮した構
造】、※【貯蔵施設の換気】

説明グループ３
※【貯蔵能⼒等】

第17条
核燃料物質の貯蔵施設

第18条
警報設備等 ※１ 説明グループ２

※【⾃動回路に係る設計】
説明グループ４

※【警報に係る設計】

第20条
廃棄施設 ※１ 説明グループ１

※【気体廃棄の設計】
説明グループ３

※【液体廃棄の設計】

第21条
核燃料物資等による汚染の防
⽌ ※２

説明グループ３
※【洞道の塗装】

第22条
遮蔽

説明グループ４
※【遮蔽体の設計】

第23条
換気設備 ※１ 説明グループ１

※【換気設備の設計】

第30条
重⼤事故等対処設備 ※２ 説明グループ５

※【健全性、1.2Ss等】、【外部放出抑制、代替グローブボックス排気の
設計】

※環境条件を踏まえた機器等の健全性評価については、「2-1︓
システム設計、構造設計等、3-1︓設計要求等との照合」におい
て、資料３①から個別補⾜説明資料に展開し説明する。第33条

閉じ込める機能の喪失
構造設計等に係るイン
プットとなる要求事項とし
て今後説明する。
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太字＋下線︓主条⽂⼜は第２回申請で
１．の説明対象となる条⽂MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明

注）主条⽂⼜は第２回申請で１．の説明対象となる条⽂を対象に今回の審査会合での説明対象等を参考３に⽰す。

※１︓技術基準規則の要求事項等において変更がないことから、構造設計等に係るインプットとなる要求事項として説明する。
※２︓当該条⽂に係る基本設計⽅針については、第１回申請において整理しており、第２回申請も同じである。



 前回審査会合において「２．具体的な設備等の設計」として、MOXの主要設備であるグロー
ブボックスの構造設計等を対象に構造設計等を説明。

 前回審査会合における「グローブボックスで整理した設計の説明⽅針に基づき、今後説明する
設備に対してもしっかり整理して説明すること。 」の指摘を踏まえ、
具体的な設備等の設計に係る説明の不⾜点の洗い出し
不⾜点の洗い出し結果を踏まえ、具体的な設備等の設計に係る説明の作成⽅法、作

成に当たって考慮する事項や留意事項などを作成ガイドとして整理
作成ガイドによる具体的な設備の設計に係る留意事項などの作成者への展開

を⾏い，安全設計以外の要求事項を踏まえた安全設計に係る説明の拡充、複数の設計説
明分類間での取合いに係る具体的な設計の整理との紐づけ、設計に係る説明の具体化等を
実施。

 具体的な設備等の設計に係る説明の不⾜点として洗い出した事項は以下の通りであり、記
載の充実化、具体化を⾏った具体的な説明を次ページ以降に⽰す。
① 基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充（P67〜）
② 安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充（P72〜）
③ 設計の妥当性を確認するための評価の「設計項⽬」に係る説明事項の整理（P81〜）
④ 複数の設計説明分類間の取合いに係る具体的な設計の整理と紐づけ（P85〜）
⑤ 構造設計等の具体的な設計に係る説明の具体化，充実化（P88〜）
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明



67

 基本設計⽅針の要求種別から直接展開される「設計項⽬」に係る設計の前提となる他の「設計
項⽬」に係る説明の必要性を検討
 当初、基本設計⽅針から設計項⽬として構造設計のみへ展開すると整理➡他の設計項⽬への展開も必要

であると認識し、システム設計、配置設計を追加
➡資料３の具体説明にて、必要な各要素を達成するために必要な設計項⽬を整理し、設計項⽬が不⾜し

ていれば資料２へ戻って各設計項⽬の資料３への展開を拡充。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜➀基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充＞

○資料2 第20条 廃棄施設

○資料３② 換気設備(システム設計）

○資料３②
換気設備（配置設計）

○資料３② 換気設備（構造設計）

P68参照

P69参照
P70参照

P71参照
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜➀基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充＞

○資料３① 換気設備 (構造設計）

基本⽅針から詳細⽅針、具体設計
へと設計を書き表してゆく過程で、
構造以外にも、フィルタ交換のために
具備すべき設計が精査されてゆく。

基本⽅針から詳細⽅針、具体設計
へと設計を書き表してゆく過程で、
構造以外にも、フィルタ交換のために
具備すべき設計が精査されてゆく。

構造設計ではなくシステム設計，配
置設計にて展開すべき内容が明確に
なり資料２へフィードバックされる。

○資料2 第20条 廃棄施設

基本⽅針から詳細⽅針、具体設計へ
と設計を書き表してゆく過程で，構造
以外にも，フィルタ交換のために具備
すべき設計が精査されてゆく。

構造設計におけるフィルタの交換に
ついて、「フィルタ交換時に閉⽌する
系統を代替する系統」、「フィルタ交
換作業に必要な空間」といった、交
換作業全体を達成するために必要
な「設計項⽬」を追加



69

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜➀基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充＞

○資料３② 換気設備(構造設計）

システム設計
、配置設計
にて展開する
内容との関
係を明⽰。

フィルタの保守
を⾏う前提とな
るシステム設計
、配置設計の
必要性を検討
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○資料３② 換気設備 (システム設計）

構造設計にて
展開する内容
との関係を明
⽰。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜➀基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充＞



71

○資料３② 換気設備 (配置設計）

システム設計にて展開する
内容との関係を明⽰。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜➀基本設計⽅針等の要求事項から設計項⽬への展開の拡充＞
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 安全設計の前提となる⽣産⼯程の要求事項，保障措置・核セキュリティの設備との相互影響に係る要
求事項等を整理し，安全設計に係る「設計項⽬」との紐づけによる設計に係る説明の拡充を実施

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞

○資料2 第10条 閉じ込めの機能

＜⽣産⼯程の要求事項の整理＞
 グローブボックスの閉じ込め機能の前提となるMOX燃料加⼯施設の加⼯⼯程及び核燃料物質等の形態に関

して，グローブボックスのシステム設計にて説明を追加

P73参照

P74参照 P75参照

P76参照



73

＜⽣産⼯程の要求事項の整理＞
 MOX燃料加⼯施設の加⼯⼯程及び加⼯⼯程における核燃料物質等の形態を⽰すことにより、閉じ込め

の境界がグローブボックスとなる⼯程と燃料棒や燃料集合体となる⼯程の対象等に係る説明をシステム設
計、配置設計として拡充。

「放射性物質を限定された区域に適切に
閉じ込める設計」の前提となるMOX燃料
加⼯施設の加⼯⼯程及び核燃料物質の
形態について，システム設計にて展開

○資料2 第10条 閉じ込めの機能

加⼯⼯程を踏まえた核燃料物質等
を取り扱うグローブボックス等の設備
の配置を配置設計にて展開

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞



74

＜⽣産⼯程の要求事項の整理＞
○資料3② グローブボックス（システム設計） グローブボックス等の構造設計の前提とな

るMOX燃料加⼯施設の加⼯⼯程に係
る説明をシステム設計として追加

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞



75

＜⽣産⼯程の要求事項の整理＞

加⼯⼯程の特徴
，コンセプトについ
て，設計を展開

加⼯⼯程に係る
核燃料物質の形
態を踏まえ，閉じ
込め機能に係る
設計⽅針を展開

○資料3② グローブボックス（システム設計） グローブボックスを閉じ込め機能
の境界とする範囲を明確にする
ためシステム設計として加⼯⼯
程のフローとの関係で整理

グローブボックスへ
の搬⼊について，
設計を展開

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞



76

＜⽣産⼯程の要求事項の整理＞

○資料3② グローブボックス（配置設計）

加⼯⼯程を踏まえたグ
ローブボックスの配置
設計を展開

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞
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＜保障措置・核セキュリティの設備との相互影響に係る要求事項等の整理＞
 「保障措置・核セキュリティの設備が下位クラス施設等となり，安全機能を有する施設及び重⼤事故等対処設備の機能に影響を与えない観点」

と「安全機能を有する施設及び重⼤事故等対処設備が保障措置・核セキュリティの設備の要求事項に対して，影響を与えない観点」を踏まえ
，整理する。

 前者は，適合説明として関係する各条⽂の基本設計⽅針への適合説明の中で関連する設備として，保障措置・核セキュリティの設備に対する
設計上考慮すべき事項として紐づける。

 後者として，保障措置・核セキュリティの設備の要求事項を「運転，検認等の観点」と「保守，点検の観点」と整理する。「保守，点検の観点」
は，試験・検査性と関連することから， 14条「安全機能を有する施設」の試験・検査性に係る要求事項と紐付け，「運転，検認等の観点」は
，加⼯⼯程と関連することから，14条「安全機能を有する施設」の個別事項の加⼯施設の構成に係る要求事項と紐づける。

○資料2 第14条 安全機能を有する施設

各条の適合説明で展開

「保守，点検
の観点」は，
試験・検査性
で展開

相互影響を考慮する必要があ
る設備については，個別補⾜
説明資料にて明確にする。

「運転，検認等の観点」は，
加⼯施設の構成で展開

P79参照 P80参照

P78参照

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞
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＜保障措置・核セキュリティの設備との相互影響に係る要求事項等の整理＞
安全機能を有する施設への波及的影
響を考慮する観点については，補⾜説
明資料安有04にて⽰すことを明確化

SG設備，PP設備の運転，検認等に
係る要求事項の整理について補⾜説
明資料安有10にて⽰すことを明確化
また，相互影響を考慮すべき対象とな
る機器，設計⽅針についても⽰すこと
を記載

耐震設計の波及的影響等について，当該設備と合わせて展開するこ
とを記載。また，第２回申請対象となる重⼤事故等対処設備は，兼
⽤設備であることから，14条にて併せて整理することを明記

「運転，検認等の観点」として，SG設
備及びPP設備の要求を踏まえ，核燃
料物質の移動，検出器との距離等を
考慮したシステム設計，配置設計，
構造設計を個別項⽬の加⼯施設の構
成にて展開することを明記

「保守，点検の観点」として，SG設備
及びPP設備の要求を踏まえ，メンテナ
ンススペースの確保，取外し可能な構
造等に係る配置設計，構造設計を試
験・検査性にて展開することを明記

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞
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＜保障措置・核セキュリティの設備との相互影響に係る要求事項等の整理＞

配置設計にて，安全機能を有する施設並びにSG設備及びPP設備が
相互に保守，点検ができるようスペースを確保する設計とすることを説
明する。

構造設計にて，安全機能を有する施設並びにSG設備及
びPP設備が相互に保守，点検ができるよう取り外し等が
可能な構造とすることを説明する。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞
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＜保障措置・核セキュリティの設備との相互影響に係る要求事項等の整理＞
「運転，検認等の観点」として，SG設備及びPP設備の要求
事項を踏まえ，運転条件，運転速度等についてはシステム設
計，配置条件については配置設計，構造の配慮事項につい
ては構造設計にて展開することを明確にする。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜②安全設計の前提となる安全設計以外の観点での要求事項の紐づけの拡充＞
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 基本設計⽅針の要求種別を評価要求としている項⽬だけでなく，機能，性能を要求する
基本設計⽅針の要求事項や基本設計⽅針の要求種別を機能要求②としているもの等に対
し，要求事項が達成されていることを評価により確認する必要があるものを「評価」として展開

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜③設計の妥当性を確認するための評価の「設計項⽬」に係る説明事項の整理＞

＜機能要求②の基本設計⽅針で評価により確認する必要があるものを抽出＞
 資料2で要求種別を機能要求②としている基本設計⽅針を洗い出し，機能要求②としての機能，性能の根拠となる仕様について確認を⾏い

，その仕様が，容量等の数値の積み上げ，要求値との⽐較により，その妥当性を説明するものについて，評価として抽出する。
 上記の機能，性能の根拠となる仕様（例︓ファンの容量）をシステム構成によって達成する設備については，系統設計としての仕様（例︓

主配管の外径・厚さ，ファンの原動機出⼒）の妥当性を⽰す設定根拠を、評価として抽出する。
 上記を踏まえ，資料3以降に展開。

○資料3① 換気設備（システム設計）

○資料2 第20条 廃棄施設

○資料3② 換気設備 （システム設計）
P84参照

P82参照

P83参照

○資料3① 換気設備（システム設計）
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○資料3① 換気設備（システム設計）

○資料2 第20条 廃棄施設

機能要求②から
評価項⽬を展開

資料3以降
に展開

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜③設計の妥当性を確認するための評価の「設計項⽬」に係る説明事項の整理＞

機能要求②としての機能，性能の根拠となる仕様
（ファンの容量）と要求値との⽐較について，評価
として抽出し，資料3以降に展開
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○資料3① 換気設備（システム設計）

○資料2 第20条 廃棄施設

機能要求②から
評価項⽬を展開

資料3以降
に展開

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
＜③設計の妥当性を確認するための評価の「設計項⽬」に係る説明事項の整理＞

前⾴の機能要求②としての機能，性能の根拠となる仕様（ファンの容量）をシ
ステム構成によって達成する設備については，系統設計としての仕様（主配管の
外径・厚さ，ファンの原動機出⼒）の妥当性を⽰す設定根拠としての説明事項
を，評価として抽出し，資料3以降に展開
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換気設備の換気⾵量の
設定因⼦についての説明
をシステム設計として追加

○資料3② 換気設備 （システム設計）

各設定因⼦に係る換気⾵量の
評価及び必要換気⾵量を排気
するための原動機出⼒の妥当
性評価について､「2-2︓解析、
評価等」との紐付けを追加

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
＜③設計の妥当性を確認するための評価の「設計項⽬」に係る説明事項の整理＞
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 具体的な設備の構造設計の説明において、他の設計説明分類の設備との取り合いに係る設計を併せて
説明することにより⼀連の設計の整合性を⽰す。

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜④複数の設計説明分類間の取合いに係る具体的な設計の整理と紐づけ＞

機械装置・搬送設備 ラック/ピット/棚

搬
送
⽅
向

昇降台

ペレット⼀時保管棚

焼結ボート⼊出庫装置
（搬送設備）

ペレット⼀時保管棚グローブボックス

収納パレット

〇把持以外による容器等の固定
・容器を搬送する設備のうち，焼結ボート⼊出庫
装置，スクラップ保管容器⼊出庫装置，ペレット
保管⼊出庫装置は，容器取り扱い時の落下を
防⽌するためにガイドピンを設けるとともに，収納
パレットを保管棚の所定の位置に置くことで落下
防⽌⾦具により保管棚からの容器の落下を防⽌
する設計とする。
(16条-2③-3) ※１

搬
送
⽅
向

昇降台

ペレット⼀時保管棚

焼結ボート⼊出庫装置
（搬送設備）

ペレット⼀時保管棚グローブボックス

収納パレット

搬送設備-貯蔵設備の取り合い

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊
出
庫
装
置

落下防⽌⾦具

ペレット⼀時
保管棚

収納パレット

ガイドピン

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊

出
庫
装
置

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊
出
庫
装
置

ペレット⼀時
保管棚 収納パレット

ガイドピンで収納パレット
の落下防⽌

落下防⽌⾦具で収納パレット
の落下防⽌

〇把持以外による容器等の固定
・容器を搬送する設備のうち，焼結ボート⼊出庫
装置，スクラップ保管容器⼊出庫装置，ペレット
保管⼊出庫装置は，容器取り扱い時の落下を
防⽌するためにガイドピンを設けるとともに，収納
パレットを保管棚の所定の位置に置くことで落下
防⽌⾦具により保管棚からの容器の落下を防⽌
する設計とする。
(16条-2③-3) ※１

P86参照

P87参照
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜④複数の設計説明分類間の取合いに係る具体的な設計の整理と紐づけ＞

搬
送
⽅
向

昇降台

ペレット⼀時保管棚

焼結ボート⼊出庫装置
（搬送設備）

ペレット⼀時保管棚グローブボックス

収納パレット

搬送設備-貯蔵設備の取り合い

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊
出
庫
装
置

落下防⽌⾦具

ペレット⼀時
保管棚

収納パレット

ガイドピン

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊

出
庫
装
置

焼
結
঎
␗
ॺ
⼊
出
庫
装
置

ペレット⼀時
保管棚 収納パレット

ガイドピンで収納パレット
の落下防⽌

落下防⽌⾦具で収納パレット
の落下防⽌

〇把持以外による容器等の固定
・容器を搬送する設備のうち，焼結ボート⼊出庫
装置，スクラップ保管容器⼊出庫装置，ペレット
保管⼊出庫装置は，容器取り扱い時の落下を
防⽌するためにガイドピンを設けるとともに，収納
パレットを保管棚の所定の位置に置くことで落下
防⽌⾦具により保管棚からの容器の落下を防⽌
する設計とする。
(16条-2③-3) ※１

 機械装置・搬送設備における落下防⽌に係る説明を⾏う際、搬送物を引き渡す貯蔵設備（ラック/ピット
/棚）※における落下防⽌に係る説明を併せて⾏うことで⼀連の設計の整合性を⽰す。
※ラック/ピット/棚の設備構成に係る説明は他の説明グループが対象となるが説明グループ１の対象となる機械装置・搬送設備との取り合いに
係る説明は説明グループ１で併せて実施

貯蔵設備（ラック/ピット/棚）との取り合いの詳細を次ページに⽰す

機械装置・搬
送設備

ラック/ピット/棚
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜④複数の設計説明分類間の取合いに係る具体的な設計の整理と紐づけ＞
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 耐震設計等の基本設計⽅針の要求事項を構造設計等として具体化が⼗分できていない項
⽬に対して、設計に係る説明の具体化、充実化を実施

MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜⑤構造設計等の具体的な設計に係る説明の具体化，充実化＞

 構造設計等の具体化，充実化を図るため，機器⼜は系統全体の⽬的及び要求事項を認識した上
で，これらを構成する部位ごとに⽬的，要求事項をブレイクし，その要求事項を何をもって達成してい
るのかを具体化していくことを「 共通12における作成ガイド」にて例⽰を含めて考え⽅を展開し，記載
の具体化，充実化を図る。

＜作成ガイドを参考に記載の拡充を⾏った例＞
○耐震
 機器は，剛構造を基本とするが，グローブボックスは構造上の制限により，剛構造とすることが困難な

機器が多くあることを踏まえ，柔構造であることを考慮した設計⽅針について，設計を具体化する。（
P89）

○貯蔵施設
 貯蔵設備の崩壊熱除去するための給気⼝，排気⼝の設置位置，通⾵経路を確保するための構造に

ついて，設計⽅針を具体化する。（P90）
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜⑤構造設計等の具体的な設計に係る説明の具体化，充実化＞

剛構造とできない機器について
は，建屋の共振領域からどの
程度外れるように設計するのか
を具体化し，要求事項を明確
化

要求事項に対して，剛構造と
できない機器，建屋の共振領
域から外すことができない機器
は，より強度を確保するため，
ボルトの材質，径の変更，本
数の追加，耐震サポート等の
⽀持構造物の追加により，荷
重に対して，⼗分な材料，断
⾯特性を持つよう設計する⽅針
を具体化

剛性を⾼めるため，材料
，形状を考慮した構造と
することを展開

設計の具体化として，剛性を⾼め
るため，材料，形状を考慮した
構造とすることを展開。
また，閉じ込めの要求を受けた構
造設計と紐付け，他条⽂との関
係を明確化し，記載を充実化

○資料3② グローブボックス（構造設計）

＜耐震＞
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MOX燃料加⼯施設に係る構造設計等の説明
＜⑤構造設計等の具体的な設計に係る説明の具体化，充実化＞

崩壊熱除去するための給
気⼝，排気⼝の設計⽅
針について，具体化

通⾵経路を確保するための設計
⽅針，構造図を充実させ，要
求事項を達成するための構造に
ついて，記載を充実化

○資料3② ラック/ピット/棚（構造設計）

＜貯蔵施設＞
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【今後の説明】
 今後、当該説明を踏まえ、MOXの説明グループ２以降の設備に対する構造設計等の説明を

⾏う。
 前回審査会合での指摘を踏まえた再処理施設及び廃棄物管理施設における設計説明分類

及び説明グループの設定の整理及びそれを踏まえた説明グループ１に係る構造設計等の説明
を⾏う。
➡再処理施設における具体的な設備等の設計に係る説明については、説明すべき内容を踏

まえて以下の検討を⾏ってきている。
 既認可からの設計条件の変更及び追加に係る観点に着⽬し、設計説明分類や説明グ

ループの設定を⾏い、外的・内的ハザード等を踏まえた具体的な設備等の設計に係る説
明の類型整理を⾏う。

 その際、⼀つの設備に対して「説明すべき項⽬」が複数の説明グループに分かれるものが
あるため、 「説明すべき項⽬」に抜け漏れがなく、合理的な説明を達成するための整理を
以下の通り進めている。
• DBの設計項⽬の整理、SAの要求事項の整理等による「説明すべき項⽬」の網羅的

な抽出。
• SAの要求事項を踏まえた設計項⽬とDBの設計項⽬の紐づけにより併せて説明を⾏

うべき事項の整理。
• 具体的な設備等の設計に係る説明において、類型化の整理を進めるうえで必要とな

る個別設備に対する技術的な要求事項の整理。

 また、「２．具体的な設備等の設計」のうち、 「２－２︓解析、評価等」についても今後の審査
会合で整理⽅針等の説明を⾏い、⽅針を踏まえて評価等に係る具体的な設計内容について「
２－１︓システム設計、構造設計等」と同様に類型化することで合理的な説明を⾏っていく。

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
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•全ての申請対象設備と設計として説明すべき項⽬（各条⽂の要求事
項等）、設計説明分類を紐づけ。（網羅性の確保）

資料１ 申請対象設備リスト
(設計説明分類の整理結果)

資料２ 各条⽂の基本設計⽅針及び
設計説明分類の紐付整理

資料３ 設計説明分類のシステム設計，構造設計，配置設計

詳細設計展開表

詳細説明図

既認可からの変更点

資料４ 設計説明分類の解析・評価等

基本設計⽅針に対して，適合性を説
明するための詳細設計⽅針を整理。

詳細設計⽅針に対して，図等を⽤いて
説明。

詳細設計⽅針を受けて既認可から変
更した箇所について詳細を説明。

•解析・評価の⽅法、各条件
の根拠等を説明。

•設計説明分類と基本設計⽅針、設計項⽬(システム設計，構造設
計，配置設計)を整理。説明すべき項⽬に対して複数の設計説明分
類が該当する場合は、代表による説明を実施。

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
 申請対象設備全てに対して網羅的、体系的に説明を⾏うため、申請対象設備と説明すべき項⽬（各条

⽂の要求事項等）を紐づけるとともに、申請対象設備と説明すべき項⽬の関係を踏まえて設計説明分類
を設定する。また、説明すべき項⽬の重要度や複数の設計説明分類間での関連性を考慮し、説明グルー
プを設定する。

 説明すべき項⽬として基本設計⽅針等の設計⽅針を踏まえ、設計説明分類と構造設計等の設計項⽬を
展開し、具体的な設備等の設計として説明が必要な事項（設計項⽬）を抜け漏れなく抽出する。

グローブボックスを対象として⼀定
の整理が出来てきている状況とし
て、次⾴以降に「資料３ 詳細
説明図」の⼀部を例に、
・構造設計等として⽰すべき内容
・構造設計等を決めるうえでの主
たる要求事項となる条⽂とその
結果をインプットとして構造等を
設計する関連条⽂での構造設
計等の関連性の⽰し⽅

等の具体的な記載⽅針を⽰す。
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資料１ 申請対象設備リスト (設計説明分類の整理結果)

344 粉末一時保管装置グローブボックス-1 1

グローブボックス(オープ

ンポートボックス，フード

を含む。)

第10条

345 粉末一時保管装置グローブボックス-2 1
グローブボックス(オープ
ンポートボックス，フード

を含む。)

第10条

346 粉末一時保管装置グローブボックス-3 1

グローブボックス(オープ

ンポートボックス，フード

を含む。)

第10条

設計説明

分類の

主条文

設計説明分類数量機器番号

核物質等取扱ボックス
新設

(既認可)

耐震（6条）

火災（11条,29条）

（耐震）

・耐震クラス変更により補強材（サ

ポート部材厚さ）等を変更（耐震計算

書を新規に作成）

（火災）

・気密パネル材料を難燃化

・火災感知機能強化のためグローブ

ボックス温度監視装置及びコネクタ部

を追加

・消火ガス入口管台を追加

核物質等取扱ボックス
新設

(既認可)

耐震（6条）

火災（11条,29条）

（耐震）

・補強材（サポート部材厚さ）等を変

更

・既設工認からの耐震計算条件の変更

（火災）

・気密パネル材料を難燃化

・火災感知機能強化のためグローブ

ボックス温度監視装置を設置

核物質等取扱ボックス
新設

(既認可)

耐震（6条）

火災（11条,29条）

（耐震）

・補強材（サポート部材厚さ）等を変

更

・既設工認からの耐震計算条件の変更

（火災）

・気密パネル材料を難燃化

・火災感知機能強化のためグローブ

ボックス温度監視装置及びコネクタ部

を追加

・消火ガス入口管台を追加

既設工認からの主な変更内容
既設工認からの設計変

更の有無
変更区分機種

― B-1 B-1 ― ― ― ― ― ― ―

― B-1 B-1 ― ― ― ― ― ― ―

― B-1 B-1 ― ― ― ― ― ― ―

第

八

条

　

外

部

火

災

（

注

3
）

第

八

条

　

火

山

（

注

3
）

第

八
条

　

航

空

機

落

下

（

注

3
）

第
八

条

　

そ

の

他

（

注

3
）

第

五

条

第

１

項

（

注

1
）

第

六

条

第

１

項

第

六

条

第

２

項

第

六

条

第

３

項

第

七

条

第

１

項

（

注

2
）

第

八

条

　

竜

巻

（

注

3
）

第2回で申請する全ての申請設備に対して，基本
設計⽅針の要求を踏まえた構造設計等を踏まえて
類型した設計説明分類を設定。

設計説明分類が要求を受ける対象条⽂の明確化。説明すべき項⽬として既認可からの変更点
を申請対象設備と紐づけ

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
 全ての申請対象設備に対して、抜け漏れなく具体的な設備等の設計として説明すべき項目を展開で

きるよう、全ての設備に設計説明分類を紐づけるとともに、各設備に対する説明すべき項目として各
条文の要求事項や既認可からの変更点等を整理する。
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－ ○ ○ ○ ○ － ○
第4条 核燃料物質の
臨界防止

臨界計算に係る考慮事項

単一ユニット設定する設計説
明分類及び複数ユニット評価
を実施する設計説明分類
（1,2,4,6,9)

防火帯の運用
設計説明分類共通
(1～16)
※第1回申請から追加説明なし

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第8条 外部からの衝
撃による損傷の防止
（外部火災）

1
2-1

(2項変更)
2-2

(1項新規)
3-1

(2項変更)
3-2

(1項新規)
4-1

(2項変更)
4-2

(1項新規)

条文 施設共通　基本設計方針
施設共通　基本設計方針の対

象
(関連する設計説明分類番号)

申請時期

備考

－ － － － － － ○
－
(第2回対象なし）

廃棄物保管用容器に対する考
慮事項

第20条 廃棄施設

資料１ 申請対象設備リスト (設計説明分類の整理結果) 

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
 施設共通 基本設計方針についても，関連する設計説明分類を明確にし，資料2以降，

展開を行う。（資料２への展開については次ページ）

申請対象設備リストの施設共通 基本設計⽅針ごとに、要求を受け
る対象がわかるように、該当する基本設計⽅針の主語等を記載し，
（ ）に関連する設計説明分類の番号を記載。

設計説明分類
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「２．具体的な設備等の設計」に係る説明

96



「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
資料１ 申請対象設備リスト (設計説明分類の整理結果)

 設計基準と重大事故で兼用する設備については、「兼用（主従）」欄に主：主の設備区
分、従：従の設備区分を記載し、設備区分の主従を明確にする。

主の設備区分、従：従の設備区分
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資料２ 各条⽂の基本設計⽅針及び設計説明分類の紐付整理

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
申請対象設備と関連付けた設計説明分類をもとに，説明すべき項⽬である条⽂ごとの基本設計⽅針と設計説明分類とを

紐づけするとともに、基本設計⽅針を受けて設計説明分類の適合性として⽰すべき設計項⽬（システム設計，構造設計
，配置設計）を明確にする 。

同じ設計として説明すべき項⽬に複数の設計説明分類が関係する場合は、要求事項を最も包含する設計説明分類を代
表とし、構造設計等を説明する対象とする。

代表として説明す
る設計説明分類
に下線を引く。

重複する記載は，視認性
を上げるため対応する記載
と紐付けして省略する。
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資料３ 「詳細設計展開表」（グローブボックス（オープンポートボックス、フードを含む）の構造設計）

・資料2で整理した設計説明分類と紐づく基本設計⽅針を記載。
・また、複数の設計説明分類で構造設計等が同様な場合は、代表
となる設計説明分類で詳細設計⽅針を展開し、代表以外について
は，代表との差分の有無を明確にし、差分がある場合は、該当する
詳細設計⽅針を⽰す。

「詳細説明図」（グローブボックス（オープンポートボックス、フードを含む）の構造設計）

・基本設計⽅針等の要求事項ごとに、対応
する構造設計等の詳細設計⽅針を記載。
・対象となる全ての設備に対する共通的な
詳細設計⽅針を記載し、さらに設備間で異
なる箇所がある場合は、対象設備を明確に
した上で、該当する詳細設計⽅針を⽰す。

・「詳細設計展開表」で整理した詳細設計⽅針は図を⽤いた
説明により，詳細設計⽅針の設計内容を明確化。

条文
基本設計方

針番号
基本設計方針

代表以外の設計説明分
類

添付書類　詳細設計方針 設計分類 構造設計

【グローブボックス】
・ＭＯＸ燃料加工施設は，加工工程において，非密封の核燃料物質のＭＯＸ粉
末，ペレット等を取り扱うことから，作業環境中に核燃料物質が飛散又は漏えい
を防止するため，グローブボックス内で加工機器，容器等を取り扱う設計とす
る。グローブボックスは負圧維持のための給気口及び排気口，消火に必要となる
消火配管等の管台，運転に必要となる窓板部，コネクタ部等を取り付ける構造と
する。グローブボックスは，グローブボックス全体の漏れ率を0.25vol%/h以下の
核燃料物質等が漏えいし難い構造とし，換気設備により漏れ率を考慮した換気及
び負圧を維持することにより密閉性を確保する設計とする。（①-1，②-1，③-
1，④-1，⑤-1，⑥-1）

○缶体
・グローブボックスの缶体は胴板等の板状の部材，柱及びはりで構成し，防火
シャッタ取付部は，ステンレス製の胴板等の板状の部材で構成し，溶接及びボル
ト締結により加工された構造とし，核燃料物質等が漏えいし難い構造とする。
（①-2）

・グローブボックスは，各部位が取り付いた状態において，グローブボックス全
体の漏れ率が0.25vol%/h以下の核燃料物質等が漏えいし難い構造となる設計と
し，換気設備により漏れ率を考慮した換気及び負圧を維持することにより密閉性
を確保する設計とする。（①-3，⑥-2）

【Ⅴ-1-1-2-1　3.1.1グローブボックス】
(6)　腐食対策
　グローブボックスは，本体をステンレス鋼とすることで，内包する核燃料物質等による腐食を
防止する設計とする。①

構造設計
【グローブボックス】
・グローブボックスの缶体は，内包する核燃料物質等による腐食を防止するた
め，ステンレス鋼とする設計とする。（①）

・グローブボックスと
同等の閉じ込め機能を
有する設備
・換気設備
・液体の放射性物質を
取り扱う設備

―
（代表の設計説明分類から差分なし）

構造設計
―

（代表設備と構造は異なるものの，代表の設計説明分類と設計方針内容（①，
②，③）は同様であるため，差分なし）

10条-8

(3)核燃料物質等の漏えいに対
する措置等に係る設計方針
核燃料物質等を限定された区域
に適切に閉じ込めるため，核燃
料物質等の漏えいに対する措置
等として，以下の設計を講じ
る。
(a)核燃料物質等を取り扱う設
備は，内包する物質の種類に応
じて適切な腐食対策を講じる設
計とする。

(代表)

10条
閉じ込め

10条-3

(2)グローブボックス等の閉じ
込めに係る設計方針
グローブボックス等は，グロー
ブボックス排気設備により負圧
に維持し，オープンポートボッ
クス及びフードは，グローブ
ボックス排気設備により開口部
からの空気流入風速を確保する
設計とする。

―
(代表以外の設計説明分
類なし)

【Ⅴ-1-1-2-1　3.1.1グローブボックス】
(1)　構造
　グローブボックスは本体をステンレス鋼とし，ステンレス鋼製の本体を溶接及びボルト締結に
より加工する。(①)その操作面にグローブポートを有する透明なパネル等をガスケットを介して
取り付ける。②
　グローブボックスは，その閉じ込め機能を損なうことなく物品の搬出入が行える設計とする。
③
(4)　密閉構造
　グローブボックスは，ステンレス鋼製の本体を溶接及びボルト締結により加工し，(①)その操
作面にグローブポートを有する透明なパネル等をガスケットを介して取り付ける。(②)また，グ
ローブポートには継ぎ目がないように製作したグローブを取り付けること(④)で，給気口及び排
気口を除き密閉でき，漏れ率＊を日本産業規格に基づく多量な放射性物質を取り扱うグローブ
ボックスの漏れ率と同じである0.25vol%/h以下とすることにより，核燃料物質等が漏えいし難い
構造とする。①
　また，給気口及び排気口は，グローブボックス内の核燃料物質の舞い上がりを防止するため，
グローブボックス上部に原則取り付け，グローブボックスの換気系統としての上流，下流を考慮
して設置する設計とし⑤，換気設備によりグローブボックスの漏れ率を考慮した換気及びグロー
ブボックス内を負圧にすることで，密閉性を確保する設計とする。⑥なお，グローブボックスの
負圧維持及び空気流入風速の維持に係る換気設備の詳細設計方針については，「3.12　換気設
備」に示す。
【Ⅴ-1-1-2-1　3.10　分析設備】
(1)　構造
　核燃料物質等を取り扱う分析装置は，グローブボックスに収納する設計とする。　ただし，プ
ルトニウム・ウラン分析，不純物分析及び物性測定を行うため，一部の分析装置はグローブボッ
クス外に設置し，グローブボックスと分析装置を接続することにより，核燃料物質等が漏えいし

構造設計

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明
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資料２ 各条⽂の基本設計⽅針及び設計説明分類の紐付整理（評価項⽬との紐付）

構造設計等を踏まえて評価として⽰す内容を説明する
構造設計等と関係する評価の項⽬については
関係性を明確にする。

「２－２︓解析、評価等」における解析・評価の条件（耐震の場合
，解析モデルの設定条件など）の設定に当たって、 「２－１︓システ
ム設計、構造設計等」で特別に考慮する事項

説明対
象

申請対象設備
（2項変更

②）

申請対象設備
（1項新規①）

設計説明分類
設計説明分類の

設計項目
設計項目の考え方 説明グループの考え方

構造設計
(No11-1)

・グローブボックス及びオープンポートボッ
クスの漏えい液受皿構造について，漏えいし
難い構造，漏えい量を考慮した必要高さとす
ることを構造設計にて説明する。

【Gr1】
・グローブボックス及びオープンポートボックス
の漏えい液受皿構造における漏えいし難い構造，
漏えい量を考慮した必要高さについて，Gr1で説
明する。

評価
(No11-1)

・漏えい液受皿を有するグローブボックス及
びオープンポートボックスについて，グロー
ブボックス及びオープンポートボックス内に
収納される貯槽等からの漏えい液の全量を漏
えい液受皿で保持できる設計であることを評
価にて説明する。

【Gr1】
・漏えい液受皿を有するグローブボックス及び
オープンポートボックスにおける貯槽等からの漏
えい液の全量を漏えい液受皿で保持できることの
評価について，Gr1で説明する。

－

第２回申請

グローブボック
ス（オープン
ポートボック
ス，フードを含
む）

・グローブボックス(漏
えい液受皿)
・オープンポートボッ
クス(漏えい液受皿)
・低レベル廃液処理設
備　漏えい液受皿液位
・分析済液処理装置
漏えい液受皿液位

－
(漏えい検知に係るシステム設計については，第2章　個別項目の「7.4その他の主要

な事項」の「7.4.2警報関連設備」で展開する。)

〇 －11

(d)放射性物質を含む液体
を取り扱うグローブボック
ス及びオープンポートボッ
クスは，貯槽等から放射性
物質を含む液体が漏えいし
た場合においても漏えい検
知器により検知し，警報を
発する設計とするととも
に，グローブボックス及び
オープンポートボックス底
部を漏えい液受皿構造とす
ることにより，グローブ
ボックス及びオープンポー
トボックスに放射性物質を
含む液体を閉じ込めること
で，放射性物質を含む液体
がグローブボックス及び
オープンポートボックス外
に漏えいし難い設計とす
る。
なお，グローブボックス及
びオープンポートボックス
からの漏えい防止に係る漏
えい検知器の設計方針につ
いては，第2章　個別項目の
「7.4その他の主要な事
項」の「7.4.2警報関連設
備」に示す。

機能要求
②

評価要求

基本方針
設計方針(閉じ
込め)
評価(閉じ込め)

項目
番号

基本設計方針 要求種別 展開事項

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明

基本設計⽅針の要求種別を踏まえて評価とし
て考慮する項⽬を抜けなく抽出する。
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条文
基本設計方

針番号
基本設計方針

代表以外の設計説明分
類

添付書類　詳細設計方針 設計分類 構造設計

構造設計

【グローブボックス】【オープンポートボックス】
・放射性物質を含む液体を取り扱うグローブボックス及びオープンポートボック
スの底部を漏えい液受皿構造とする。（①-1）

・漏えい液受皿は，想定される漏えい液の全量が受けられる高さを有した構造と
する。(②)

・漏えい液受皿は，液体状の放射性物質等の腐食を考慮して，ステンレス鋼と
し，溶接した構造とする。（③）

・漏えい液受皿は，漏えい検知するための漏えい検知ポットを設け，検知器が設
置できる構造とする。（①-2）

評価 【グローブボックス】【オープンポートボックス】
・想定される漏えい液を受けられる容量を有していることを評価する。

10条-11

(d)放射性物質を含む液体を取
り扱うグローブボックス及び
オープンポートボックスは，貯
槽等から放射性物質を含む液体
が漏えいした場合においても漏
えい検知器により検知し，警報
を発する設計とするとともに，
グローブボックス及びオープン
ポートボックス底部を漏えい液
受皿構造とすることにより，グ
ローブボックス及びオープン
ポートボックスに放射性物質を
含む液体を閉じ込めることで，
放射性物質を含む液体がグロー
ブボックス及びオープンポート
ボックス外に漏えいし難い設計
とする。
なお，グローブボックス及び
オープンポートボックスからの
漏えい防止に係る漏えい検知器
の設計方針については，第2章
個別項目の「7.4その他の主要
な事項」の「7.4.2警報関連設
備」に示す。

―
(代表以外の設計説明分
類なし)

【Ⅴ-1-1-2-1　3.10　分析設備】
(6)　グローブボックスによる閉じ込め
　グローブボックス内に設置される貯槽等から放射性物質を含む液体が漏えいした場合は，漏え
い検知器により漏えいを検知し，警報を発する設計とする。また，グローブボックス底部を漏え
い液受皿構造（①）とし，漏えい液受皿は想定される最大漏えい量を保持できる高さとする
（②）とともに，放射性物質を含む液体による腐食を考慮して，漏えい液受皿の材質をステンレ
ス鋼とすることで，放射性物質を含む液体をグローブボックス内に閉じ込める設計とする。
（③）
なお，貯槽等からの漏えい液の全量を漏えい液受皿で保持できることを「3.10.1　漏えい液受皿
の容量評価」に示す。(④)また，グローブボックスからの漏えい防止に係る漏えい検知器の詳細
設計方針については，「Ｖ－１－１－11　警報設備等に関する説明書」に示す。

【Ｖ－１－１－２－１　3.9　低レベル廃液処理設備】
(6)　オープンポートボックスによる閉じ込め
　オープンポートボックス内に設置される貯槽等から液体廃棄物が漏えいした場合は，漏えい検
知器により漏えいを検知し，警報を発する設計とする。また，オープンポートボックス底部を漏
えい液受皿構造(①)とし，漏えい液受皿は想定される最大漏えい量を保持できる高さとする(②)
とともに，液体廃棄物による腐食を考慮して材質をステンレス鋼とすることで，液体廃棄物を
オープンポートボックス内に閉じ込める設計とする。③
　なお，貯槽等からの漏えい液の全量を漏えい液受皿で保持できることを「3.9.1　漏えい液受
皿の容量評価」に示す。(④)また，オープンポートボックスからの漏えい防止に係る漏えい検知
器の詳細設計方針については，「Ｖ－１－１－11　警報設備等に関する説明書」に示す。

10条
閉じ込め

「詳細説明図」（グローブボックス（オープンポートボックス、フードを含む）の構造設計）

資料３ 「詳細設計展開表」（グローブボックス（オープンポートボックス、フードを含む）の構造設計）（評価項⽬との紐付）

「２．具体的な設備等の設計」に係る説明

詳細説明図において、評価に係る構造設計等を評価内
容と合わせて紐付。
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構造設計等を合理的に説明するための設計説明分類（MOXの例）

説明
グループ

項
⽬

設計説明分
類 主条⽂ 本説明グループで

説明を⾏う関連条⽂ 別の説明グループで説明を⾏う関連条⽂

１
閉じ込め
関係条
⽂

の対象
(グロー
ブボック
スに係る
⼀連の
設計範
囲)

１

グローブボック
ス（オープン
ポートボックス、
フ ー ド を 含
む）

第10条 閉じ込
め【閉じ込め機
能】
【容器落下】

第5条、第26条 地盤、第6条、第
27条 地震【有限要素モデル︓グ
ローブボックス、Ｂ及びCクラスの設計
⽅針〈〈Gr1,2,3,4共通〉〉】
第14条 安有 【内部発⽣⾶散物】
【地下階への設置】
第17条 貯蔵【崩壊熱除去に配慮
した構造】

第8条 外部衝撃【防護対象施設の配置 (Gr2/1で説明)】
第4条 臨界【単⼀ユニット管理(質量管理) (Gr3/1で説明)】
第11条、第29条 ⽕災【⽕災区域貫通部の延焼防⽌対策(シャッタ)(Gr2/12で説明)】【不燃材、
難燃材の使⽤(Gr2/1で説明)】
第12条 溢⽔【防護対象施設の機能喪失⾼さ(Gr3/1で説明) 】
第14条 安有【施設共通⽅針(Gr4/16を代表に説明)】
第15条、第31条 材料【構造計算で⽰す設備、設計⽅針で⽰す設備(Gr3/4を代表に説明)】
第22条 遮蔽【遮蔽体の構造設計(Gr4/14)を代表に説明】

３ 換気設備
第10条 閉じ込
め【負圧維持等に
係る換気設計】

第5条、第26条 地盤、第6条、第
27条 地震【質点系モデル︓ファン、
標準⽀持間隔︓配管・ダクト・ダン
パ）〈〈Gr1,2,3,4共通〉〉】
第17条 貯蔵【貯蔵施設の換気】
第20条 廃棄【気体廃棄】
第23条 換気【換気設備】

第8条 外部衝撃【換気設備の⻯巻の構造強度設計、換気系のばい煙等の建屋内侵⼊防⽌、避
雷設計等(Gr2/3で説明)】【防護対象施設の配置 (Gr2/1を代表に説明)】
第11条、第29条 ⽕災【⽔素滞留等に係る換気、系統分離対策を講じる設備の配置等(Gr2/3
で説明)】【不燃材、難燃材の使⽤(Gr2/1を代表に説明)】【⽕災区域貫通部の延焼防⽌対策(ダ
ンパ)(Gr2/11で説明)】
第12条 溢⽔【防護対象施設の機能喪失⾼さ等(Gr3/1,6を代表に説明) 】
第14条 安有【施設共通⽅針(Gr4/16を代表に説明)】
第15条、第31条 材料【構造計算で⽰す設備、設計⽅針で⽰す設備(Gr3/4を代表に説明)】
第33条 閉じ込める機能の喪失【外部放出抑制、代替グローブボックス排気(Gr4/3で説明)】

6 機 械 装 置 ・
搬送設備

第10条 閉じ込
め【容器落下】

第5条、第26条 地盤、第6条、第
27条 地震【（グローブボックスまた
は換気設備を代表に説明）】
第14条 安有 【内部発⽣⾶散物】
第16条 搬送【落下、転倒防⽌】

第4条 臨界【単⼀ユニット管理(形状⼨法管理) (Gr3/6を代表に説明)】
第11条、第29条 ⽕災【可燃性微粉・⽕花発⽣対策 (Gr2/6で説明)】【不燃材、難燃材の使
⽤(Gr2/1を代表に説明)】
第12条 溢⽔【溢⽔により安全機能を損なわない構造(Gr3/6を代表に説明) 】
第14条 安有【施設共通⽅針(Gr4/16を代表に説明)】
第22条 遮蔽【遮蔽体の構造設計(Gr4/14)を代表に説明】

９ ラック／ピット
／棚(Gr3)

第17条 貯蔵
【崩壊熱除去に
配慮した構造】
※貯蔵能⼒等は
Gr3で説明

－
－

（ラック／ピット／棚の主要な構造設計は説明グループ3で説明するため、関連条⽂は説明グループ
3で⽰す。）

• 説明グループ１はMOXの主要な設備であるグローブボックスについて、主条⽂である閉じ
込めに加え、閉じ込めと関係するため合わせて説明が必要な関連条⽂を対象とする。（
ラック/ピット/棚の第17条に係る崩壊熱除去の適合説明は換気設備の崩壊熱除去設
計と合わせて説明）

• 上記以外のグローブボックスの閉じ込め機能と独⽴して説明可能な関連条⽂は、後段
の説明グループで同様な設計⽅針がある他の設計説明分類と纏めて説明することで効
率的に適合説明を⾏う。

主条⽂と独⽴して説明が可能な関連条⽂の設計項⽬については
、他の設計説明分類の共通的な設計⽅針とまとめて説明すること

を念頭に，別の説明グループにおいて説明。

※ 下線の条⽂は，当該説明グループで説明が完了する条⽂を⽰す。
※ 条⽂名称は略称とする。
※ 【 】は、説明内容を⽰す。
※ (Gr○（説明グループ）/○（項⽬番号）)は、展開先のグループ、

設計説明分類の項⽬番号を⽰す。
※〈〈 〉〉は、別グループからの展開元を⽰す。

構造設計等を説明する対象
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「第⼗条 閉じ込めの機能」の説明⽅針
【説明事項】
●グローブボックス等の閉じ込め機能設計（放射性物質の閉じ込め、負圧維持、漏えい拡⼤防⽌等）
●液体状の放射性物質に係る閉じ込め機能設計（放射性物質の閉じ込め、漏えい拡⼤防⽌等）

分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と
評価判断基準との照合

A.新規に申請するもの グローブボックス等︓715基
落下等防⽌に係る設備︓2基
液体の放射性物質を取り扱う
設備等︓93基

グローブボックス等の閉じ込め機能
設計等の設計条件及び評価判
断基準

2-1︓システム設計、構造設計等
・構造図等（グローブボックス、漏えい
液受⽫等）

2-2︓解析、評価等
・負圧維持、漏えい液受⽫容量評価
等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合

B.認可
実績の
ある設
備

B-1設計条件が変
更になったもの

－ － －

B-2:設計条件が追
加になったもの

落下等防⽌に係る設備︓24
基

2-1︓システム設計、構造設計等(設
計変更等ありの場合)

・構造図等

2-2︓解析、評価等
・負圧維持、漏えい液受⽫容量評価
等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合

B-3:新たに申請対
象になったもの － － －

B-4:設計条件に変
更がないもの 63基 変更がないことの

理由を説明 －

【説明内容】
申請対象設備を重要度毎に明確化
設計条件及び評価判断基準の明確化
 「２．具体的な設備等の設計」を説明
同じ設計になるものについては、同様の説明となる範囲を整理したうえで合理的に説明

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項
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【説明事項】
●搬送設備が搬送物に対して、必要な搬送能⼒を有する設計
●搬送設備における搬送物の落下、転倒、逸⾛防⽌に係る設計

分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と
評価判断基準との照合

A.新規に申請するもの 成形施設，被覆施設，組⽴
施設，核燃料物質の貯蔵施
設及びその他加⼯設備の附属
施設(⼩規模試験設備)の内，
MOX粉末及びペレットを収納
する容器，燃料棒及び燃料
集合体等の核燃料物質を搬
送する設備︓24基※

搬送設備の搬送能⼒及び搬送
物の落下、転倒、逸⾛防⽌に係
る設計等の設計条件
➡要求事項に変更なし

2-1︓システム設計、構造設計等
【説明Gr1】
・搬送物を考慮した搬送能⼒を有す
る構造設計
・落下、転倒、逸⾛防⽌に係る構造
設計

2-2︓解析、評価等
ー

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合
ー

B.認可
実績の
ある設
備

B-1設計条件が変
更になったもの － － －

B-2:設計条件が追
加になったもの － － －

B-3:新たに申請対
象になったもの － － －

B-4:設計条件に変
更がないもの

成形施設，被覆施設，組
⽴施設及び核燃料物質の貯
蔵施設の内，MOX粉末及
びペレットを収納する容器，
燃料棒及び燃料集合体等の
核燃料物質を搬送する設
備︓40基※

変更がないことの
理由を説明

－

【説明内容】
申請対象設備を重要度毎に明確化
設計条件及び評価判断基準の明確化
 「２．具体的な設備等の設計」を説明
同じ設計になるものについては、同様の説明となる範囲を整理したうえで合理的に説明

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項

「第⼗六条 搬送設備」の説明⽅針

※⼈の安全に著しい⽀障を及ぼすおそれがない劣化ウランの粉末を取り扱う設備は搬送設備の対象外とする。
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【説明事項】
●貯蔵施設の貯蔵能⼒
●貯蔵施設の崩壊熱除去を考慮した構造，換気能⼒

分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と
評価判断基準との照合

A.新規に申請するもの 崩壊熱除去に係る換気設備
（グローブボックス排気設備及
び建屋排気設備）︓7基
貯蔵能⼒に係る貯蔵設備
（原料MOX粉末⽸⼀時保管
設備，ウラン貯蔵設備，粉末
⼀時保管設備，燃料棒貯蔵
設備，燃料集合体貯蔵設
備）︓1037基

貯蔵設備の貯蔵能⼒及び崩壊
熱除去を考慮した設計等の設計
条件及び評価判断基準
➡要求事項に変更なし

2-1︓システム設計、構造設計等
・崩壊熱除去を考慮した構造設計
・崩壊熱除去に必要となる換気系統
設計

・貯蔵能⼒を有した構造設計

2-2︓解析、評価等
・崩壊熱除去に必要な換気⾵量

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合

B.認可
実績の
ある設
備

B-1設計条件が変
更になったもの － － －

B-2:設計条件が追
加になったもの － － －

B-3:新たに申請対
象になったもの － － －

B-4:設計条件に変
更がないもの

貯蔵能⼒に係る貯蔵設備
（貯蔵容器⼀時保管設備，
粉末⼀時保管設備，ペレッ
ト⼀時保管設備，スクラップ
貯蔵設備，製品ペレット貯
蔵設備，燃料棒貯蔵設
備）︓3622基

変更がないことの
理由を説明 －

【説明内容】
 申請対象設備を重要度毎に明確化
設計条件及び評価判断基準の明確化
 「２．具体的な設備等の設計」を説明
同じ設計になるものについては、同様の説明となる範囲を整理したうえで合理的に説明

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項

「第⼗七条 核燃料物質の貯蔵施設」の説明⽅針
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【説明事項】
●気体廃棄物の廃棄設備及び液体廃棄物の廃棄設備の設計

（放射性物質の低減に係る処理能⼒，経路外放出の防⽌等）

分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と
評価判断基準との照合

A.新規に申請するもの 気体廃棄物の廃棄設備
（グローブボックス排気設備，
⼯程室排気設備，建屋排気
設備, 窒素循環設備及び排
気筒）︓635基
液体廃棄物の廃棄設備（低
レベル廃液処理設備）︓30
基 気体廃棄物の廃棄設備及び液

体廃棄物の廃棄設備の設計等の
設計条件及び評価判断基準
➡要求事項に変更なし

2-1︓システム設計、構造設計等
・放射性物質の低減、経路外放出の
防⽌等を達成するための系統設計

2-2︓解析、評価等
・負圧維持、崩壊熱除去等に必要な
換気⾵量等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合

B.認可
実績の
ある設
備

B-1設計条件が変
更になったもの － － －

B-2:設計条件が追
加になったもの － － －

B-3:新たに申請対
象になったもの － － －

B-4:設計条件に変
更がないもの － － －

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項
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「第⼆⼗条 廃棄施設」の説明⽅針

【説明内容】
申請対象設備を重要度毎に明確化
設計条件及び評価判断基準の明確化
 「２．具体的な設備等の設計」を説明
同じ設計になるものについては、同様の説明となる範囲を整理したうえで合理的に説明



【説明事項】
● 換気設備の設計（負圧維持等に係る換気設計）

分 類 申請対象設備 １．設計条件及び評価判断基準 ２．具体的な設備等の設計 ３．具体的な設備等の設計と
評価判断基準との照合

A.新規に申請するもの 換気設備（グローブボックス排
気設備，⼯程室排気設備，
建屋排気設備，窒素循環設
備及び給気設備，⽕災防護
設備のピストンダンパ，避圧エリ
ア形成⽤⾃動閉⽌ダンパ，延
焼防⽌ダンパ（ダンパ作動回
路を含む。）及び防⽕ダン
パ）︓634基

換気設備の設計の設計条件及び
評価判断基準
➡要求事項に変更なし

2-1︓システム設計、構造設計等
・グローブボックス等の負圧維持,開⼝
部⾵速維持に係る換気系統設計
・⼯程室の負圧維持に係る換気系統
設計
・建屋の負圧維持に係る換気系統設
計
・窒素循環経路を維持するための構造
設計

2-2︓解析、評価等
・負圧維持等に必要な換気⾵量等

3-1︓設計要求等との照合

3-2︓評価判断基準等との照合

B.認可
実績の
ある設
備

B-1設計条件が変
更になったもの － － －

B-2:設計条件が追
加になったもの － － －

B-3:新たに申請対
象になったもの － － －

B-4:設計条件に変
更がないもの － － －

灰枠︓説明済みの事項
緑枠︓今回⼀部説明する事項

「第⼆⼗三条 換気設備」の説明⽅針

【説明内容】
申請対象設備を重要度毎に明確化
設計条件及び評価判断基準の明確化
 「２．具体的な設備等の設計」を説明
同じ設計になるものについては、同様の説明となる範囲を整理したうえで合理的に説明
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